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 日

に

本
ほん

で新
しん

型
がた

コ
こ

ロ
ろ

ナ
な

ウ
う

イ
い

ル
る

ス
す

感
かん

染
せん

症
しょう

が 流
りゅう

行
こう

し始
はじ

め

て、間
ま

もなく２
に

年
ねん

になります。高齢者が感染すると 重
じゅう

症
しょう

化
か

する恐
おそ

れがあるとのことで、帰
き

国
こく

者
しゃ

２、３世
せい

の

方
かた

もいろいろ気
き

を遣
つか

って、１
いっ

世
せい

の方との距
きょ

離
り

の取
と

り方
かた

を模
も

索
さく

してきたことと思
おも

います。今
こん

号
ごう

では、新型コロナ

によって、外
がい

出
しゅつ

を自
じ

粛
しゅく

したり、人
ひと

と人
ひと

が 直
ちょく

接
せつ

会
あ

っ

て交
こう

流
りゅう

できる機
き

会
かい

が奪
うば

われたりしたことで、帰国者１

世に起
お

こった問
もん

題
だい

を、おなじみ A
えい

美
み

一
いっ

家
か

3人
にん

（父
ちち

、母
はは

、

高
こう

校
こう

生
せい

の A 美）の会
かい

話
わ

を通
とお

して 考
かんが

えてみましょう。 

健康 

～高
こう

齢
れい

者
しゃ

の心
しん

身
しん

の変
へん

化
か

を見
み

逃
のが

さないで

続
つづ

く
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 【母が仕
し

事
ごと

から帰
かえ

ってくる】 

A 美：お母
かあ

さんお帰り。頼
たの

まれてた 餃
ぎょう

子
ざ

、おばあちゃ

んに届
とど

けてきたよ。 

母：行
い

って来
き

てくれたの。ありがとう。 

A 美：おばあちゃんすごく 喜
よろこ

んでた。買
か

い物
もの

に行
い

く回
かい

数
すう

も減
へ

ったし、もう餃子

作
つく

るのも面
めん

倒
どう

になっちゃったって言
い

っ

てた。 

母：そうなの。まだまだおばあちゃんの味
あじ

にはならない

けど、喜んでもらえてよかった。 

A 美：でもちょっと気
き

になることがあったんだけど…… 

母：なあに？ 

A 美：おばあちゃん、前
まえ

は 私
わたし

と話
はな

すときは一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

日
に

本
ほん

語
ご

を使
つか

ってくれてたのに、今
きょ

日
う

は、日本語がひと

言
こと

も出
で

てこなかったわ。 

母：A 美と会
あ

うと日本語の勉
べん

強
きょう

になるって、喜んでた

のにね。おばあちゃん、 終
しゅう

戦
せん

の時
とき

は３歳
さい

だったって

いうから、日本語は 全
まった

く覚
おぼ

えていなかったの。4
よん

0
じゅう

代
だい

で日本に帰って来て、日本語の勉強も仕事もよく頑
がん

張
ば

ってたわ。じっくり勉強できたのは１年
ねん

くらいで、

そのあとは 職
しょく

場
ば

の人や A 美と話
はな

す中
なか

で、少
すこ

しずつ身
み

に付
つ

けていったのよ。 

Ａ美：なかなか会
あ

えないうちに、日本語を話すこともな

いから、みんな忘
わす

れちゃったのかな……。 

父：（部
へ

屋
や

から出
で

てきて）それはちょっと心
しん

配
ぱい

だな。 

A 美：なんだ、お父
とう

さん聞
き

いてたの。 

父：ああ、今
きょ

日
う

はリ
り

モ
も

ー
ー

ト
と

ワ
わ

ー
ー

ク
く

だったんだ。後
あと

から身
み

に付
つ

けた第
だい

二
に

言
げん

語
ご

の記
き

憶
おく

は、老
ろう

化
か

で 急
きゅう

速
そく

に薄
うす

れて

しまうことがあるらしいよ。後から身に付けた日本語

が抜
ぬ

け落
お

ちて、それまで日本語でコ
こ

ミ
み

ュ
ゅ

ニ
に

ケ
け

ー
ー

シ
し

ョ
ょ

ン
ん

をとっていた孫
まご

との会
かい

話
わ

や、日本語での介
かい

護
ご

施
し

設
せつ

の利
り

用
よう

が 難
むずか

しくなったという帰国者１世の話を聞いたこ

とがある。幼
よう

少
しょう

期
き

の記
き

憶
おく

は鮮
せん

明
めい

に残
のこ

っているんだ

が、現
げん

在
ざい

や現在により近
ちか

い記憶や感
かん

覚
かく

が薄
うす

れてしま

うんだって。だから中国語は残っているけど、後
あと

から
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欸

①

②

身に付けた日本語は忘れやすいのかもしれないね。A

美、時
とき

々
どき

おばあちゃんのところに様
よう

子
す

を見
み

に行ってく

れないか。もともと二
ふた

つの言
こと

葉
ば

が話せるということ

は、脳
のう

を活
かっ

性
せい

化
か

させて認
にん

知
ち

症
しょう

の予
よ

防
ぼう

になると言わ

れているんだ。頻
ひん

繁
ぱん

に脳
のう

を 働
はたら

かせた方
ほう

がいいかもし

れない。 

A 美：いいわよ、 私
わたし

も 中
ちゅう

国
ごく

語
ご

を話
はな

すいい機
き

会
かい

になる

から……あ、じゃなくて、日本語を話さないといけない

んだった。これからちょくちょく顔
かお

を見に行ってみる

よ。 

母：お願
ねが

いね。 

A 美：もう１
ひと

つ気になることがあったの。おばあちゃん、

なんだか足
あし

がふらつくみたいで、椅
い

子
す

や壁
かべ

に手
て

をつき

ながら台
だい

所
どころ

やト
と

イ
い

レ
れ

の 間
あいだ

を移
い

動
どう

していたわ。 

母：え？ そうなの。 

父：家
いえ

の中
なか

にばかりいて、筋
きん

肉
にく

が落
お

ちてしまったのか

な。筋肉っていうのは、運
うん

動
どう

不
ぶ

足
そく

が２ 週
しゅう

間
かん

続
つづ

いただ

けでも４
よん

分
ぶん

の１ 位
くらい

落ちてしまうらしい。特
とく

にふだん

運動していない人は、筋肉が落ちるのも早
はや

いし、落ち

た筋肉をとりもどすのにも時
じ

間
かん

がかかるというよ。 

母：オ
お

ン
ん

ラ
ら

イ
い

ン
ん

で健
けん

康
こう

体
たい

操
そう

のク
く

ラ
ら

ス
す

を受
う

けてると聞
き

い

てたから、安
あん

心
しん

してたんだけど。 

父： 最
さい

近
きん

「フ
ふ

レ
れ

イ
い

ル
る

」といって「加
か

齢
れい

により心
しん

身
しん

が老
お

い 衰
おとろ

えた 状
じょう

態
たい

(衰
すい

弱
じゃく

・老
ろう

衰
すい

)」を指
さ

す言
こと

葉
ば

が聞
き

か

れるけど、新
あら

たに「コロナフレイル」という言葉が生
う

まれたらしいよ。 

A 美：（早
さっ

速
そく

ス
す

マ
ま

ホ
ほ

で「フレイル」という言葉を検
けん

索
さく

す

る）あ、あったあった。フレイルかどうか判
はん

断
だん

する基
き

準
じゅん

が５
ご

項
こう

目
もく

あって……３項目以
い

上
じょう

該
がい

当
とう

するとフ

レイル、１か２項目だけだとフ レイルの前
ぜん

段
だん

階
かい

だっ

て。５つの項目はこれよ。 

①体
たい

重
じゅう

減
げん

少
しょう

：年
ねん

間
かん

4.5 ㎏
きろぐらむ

または 5 ％
ぱーせんと

以上の

意
い

図
と

しない体重減
げん

少
しょう

 

②疲
つか

れやすい：何
なに

をするのも面
めん

倒
どう

だと感
かん

じることが 

週
しゅう

に 3-4日
か

以上ある 
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③   ④

⑤

https://www.tyojyu.or.jp/net/byouki/frai

lty/about.html フレイ

ル

おばあちゃん、「体重」はそんなに減
へ

っているように見え

なかったわ。 

母：そう？ でも「何をするのも面倒と感じること」と

「歩行速度の低下」、「身体活動量の低下」は当てはまり

そうね。「握力」はどうかな？ 

Ａ美：餃子を作るのがおっくうになったっていうのは、

握力が弱
よわ

くなったのかもね。小
こ

麦
むぎ

粉
こ

をこねて皮
かわ

を作る

のだって 力
ちから

がいるもの。 

父：年をとればいろんな身
しん

体
たい

機
き

能
のう

が 衰
おとろ

えてくるのは致
いた

し方
かた

ないかもしれな

いけど、この 2 年ほどはコロナの為
ため

に

いろいろと行
こう

動
どう

が制
せい

限
げん

されて、フレ

イルが加
か

速
そく

したようだね。買
か

い物
もの

をし

てあげて、ただ置
お

いてくるより、時
じ

間
かん

を作って買い物

に付
つ

き添
そ

うとか、ちょっと散
さん

歩
ぽ

に連
つ

れ出
だ

すとかしてあ

げたいね。 

A 美：コロナがもう少
すこ

し落
お

ち着
つ

いたら、おばあちゃんに

餃子の作り方を教
おし

えてもらいたいな。 

母：おばあちゃんの味、ぜひ受
う

け継
つ

いでね。頼
たよ

りにして

るわよ。ただし感
かん

染
せん

対
たい

策
さく

はしっかりしてね。 

 

 

https://www.afpbb.com/articles/-/2944926 「アルツハ

イマー病の発症で第２言語喪失の可能性」 

 

https://www.tyojyu.or.jp/net/byouki/frailty/about.html 

「健康長寿ネット フレイルとは」 

                                         （Y） 

 

③歩
ほ

行
こう

速
そく

度
ど

の低
てい

下
か

   ④握
あく

力
りょく

の低下 

⑤身
しん

体
たい

活
かつ

動
どう

量
りょう

の低下 

※読
どく

者
しゃ

の皆
みな

さんもご自
じ

分
ぶん

の 状
じょう

況
きょう

にいくつあては

まるか 考
かんが

えてみましょう 
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新型コロナとの付
つ

き合
あ

いも２年
ねん

を過ぎました。しかし、

まだコロナとの付き合いは続
つづ

きそうです。今
こん

回
かい

は、夏
なつ

以
い

降
こう

ニ
に

ュ
ゅ

ー
ー

ス
す

で話
わ

題
だい

となっている用
よう

語
ご

・テ
て

ー
ー

マ
ま

を取
と

り上
あ

げ

て、皆
みな

さんに 情
じょう

報
ほう

をお届
とど

けします。（毎
まい

回
かい

書
か

いています

が、皆
みな

さんのお手
て

元
もと

に原
げん

稿
こう

が届
とど

く頃
ころ

には、新型
しんがた

コロナ
こ ろ な

の

感染
かんせん

状
じょう

況
きょう

も変
か

わっていると思
おも

われます。その点
てん

はご

了
りょう

承
しょう

ください。） 

【ワクチン
わ く ち ん

】 

接
せっ

種
しゅ

率
りつ

： 65 歳
さい

以
い

上
じょう

の 高
こう

齢
れい

者
しゃ

の

接種率
せっしゅりつ

（２ 回
かい

目
め

が 完
かん

了
りょう

）は 90

％
ぱーせんと

を超
こ

えており、全
ぜん

体
たい

でも 80％

近くになりました。今
いま

は接種率の低
ひく

い 10代
だい

～30代
だい

の

接種
せっしゅ

を進
すす

めるために各
かく

自
じ

治
ち

体
たい

が取
と

り組
く

んでいますが、

全国
ぜんこく

の日
ひ

ごとの接種回
かい

数
すう

は、７月
がつ

をピ
ぴ

ー
ー

ク
く

に横
よこ

ばいが続
つづ

き、現在はやや減
げん

少
しょう

傾
けい

向
こう

にあります。どこの国
くに

も 70％

を超
こ

えるとそれ以
い

上
じょう

接種率
せっしゅりつ

を上
あ

げるのは 難
むずか

しいよう

です。ワクチン
わ く ち ん

接種
せっしゅ

はあくまでも任
にん

意
い

なので 強
きょう

制
せい

はで

きません。開
かい

発
はつ

されてからの期
き

間
かん

が 短
みじか

いため、今
こん

後
ご

の健
けん

康
こう

への影
えい

響
きょう

を心
しん

配
ぱい

することは当然
とうぜん

ですし、体
たい

質
しつ

的
てき

に接

種できない人もいます。ただ、ワクチンに関
かん

する 誤
あやま

った

情報を元
もと

に“接種
せっしゅ

しない”という選
せん

択
たく

をすることは、本
ほん

人
にん

にとっても 周
しゅう

囲
い

にとっても残
ざん

念
ねん

なことです。誤った情

報の中には「ワクチンの中
なか

にマ
ま

イ
い

ク
く

ロ
ろ

チ
ち

ッ
っ

プ
ぷ

が入ってい

て接種すると体
たい

内
ない

に埋
う

め込
こ

まれて行
こう

動
どう

を監
かん

視
し

される」と

いった 極
きょく

端
たん

な例
れい

もあります。できるだけ正
ただ

しい情報を元

に、冷
れい

静
せい

な判
はん

断
だん

をすることが求
もと

められます。 

ブ
ぶ

レ
れ

イ
い

ク
く

ス
す

ル
る

ー
ー

感染：ワクチン 2 回接種後に新型コロナ

に感染することを言
い

います。ワクチン接種後一
いっ

定
てい

の期間
き か ん

医療・生活 

新
しん

型
がた

コ
こ

ロ
ろ

ナ
な

ウ
う

イ
い

ル
る

ス
す

関
かん

連
れん

情
じょう

報
ほう

 第 4 弾 
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【 】

“
”

ο

が過
す

ぎると、体内
たいない

の 中
ちゅう

和
わ

抗
こう

体
たい

の数
かず

が減
へ

るため、予
よ

防
ぼう

効
こう

果
か

が薄
うす

れるのではないかと言われています。また変
へん

異
い

株
かぶ

の 影 響
えいきょう

も 考
かんが

えられます。感染予防効果が落
お

ちることに

ついては、日本
に ほ ん

より先
さき

にワクチン接種が進
すす

んだイ
い

ス
す

ラ
ら

エ
え

ル
る

等
など

の「ワクチン
わ く ち ん

先
せん

進
しん

国
こく

」で既
すで

に指
し

摘
てき

されています。そ

のため今
こん

後
ご

の行
こう

動
どう

制
せい

限
げん

の緩
かん

和
わ

については慎
しん

重
ちょう

に進
すす

め

る必
ひつ

要
よう

があると言われています。ワクチンを接種したか

らと言って油
ゆ

断
だん

せずに、これまで同
どう

様
よう

の感染
かんせん

対
たい

策
さく

を続
つづ

け

ることが必要です。 

ブ
ぶ

ー
ー

ス
す

タ
た

ー
ー

接種：「ワクチン先進国」では、今この３回目

のワクチン接種＝ブースター接種が勧
すす

められています。

ブレイクスルー
ぶ れ い く す る ー

感染
かんせん

を防
ふせ

ぐため、とくに高
こう

齢
れい

者
しゃ

や基
き

礎
そ

疾
しっ

患
かん

のある人は、３回目のワクチンを受けた方がいいと言

われています。しかし、世
せ

界
かい

的
てき

にみると、まだ１回目の接

種が済
す

んでいない国もある中で、ブースター接種が進めら

れることについては、世界のワクチン格
かく

差
さ

をなくす観
かん

点
てん

からも懸
け

念
ねん

が示
しめ

されています。 

【変
へん

異
い

株
かぶ

】 

元々
もともと

ウイルスは増
ぞう

殖
しょく

・ 流
りゅう

行
こう

を繰
く

り返
かえ

す

中で少しずつ変異していくものです。変異が起こると、ウ

イルスが感染しやすくなったり、 重
じゅう

症
しょう

度
ど

が高
たか

くなった

り、ワクチンが効
き

きにくくなったり、といった性
せい

質
しつ

の変
へん

化
か

が起こるので、世界における流行状況を大きく左
さ

右
ゆう

す

ると言われています。１月
がつ

には、 南
みなみ

ア
あ

フ
ふ

リ
り

カ
か

で見
み

つかっ

た新
あら

たな変
へん

異
い

株
かぶ

「オ
お

ミ
み

ク
く

ロ
ろ

ン
ん

株」が、世界的に感染を広

げています。今
こん

後
ご

も新しい変異株は次々
つぎつぎ

に出てくると思

われます。 

変異株については、最
さい

初
しょ

はその株が見つかった地
ち

域
いき

の

名
な

前
まえ

が付
つ

けられていましたが（例：イ
い

ン
ん

ド
ど

株、英
えい

国
こく

株）、

特
とく

定
てい

の地
ち

域
いき

と結
むす

び付
つ

けることで誤
ご

解
かい

や偏
へん

見
けん

が生
う

まれる

のを避
さ

けるために、現在はギ
ぎ

リ
り

シ
し

ャ
ゃ

文
も

字
じ

が使
つか

われて「α

（アルファ）株」「δ（デルタ）株」「ο（オミクロン）株」

等と名
な

付
づ

けられています。 
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【 】

〜

〜

【治
ち

療
りょう

】 

軽
けい

症
しょう

の場
ば

合
あい

は自
し

然
ぜん

に良
よ

くなることがほとんどなので、

解
げ

熱
ねつ

薬
やく

などの対
たい

症
しょう

療
りょう

法
ほう

をとりながら様
よう

子
す

を見ます。呼
こ

吸
きゅう

が苦
くる

しい場合は、酸
さん

素
そ

の投
とう

与
よ

や投
とう

薬
やく

が必
ひつ

要
よう

になりま

す。それでも改
かい

善
ぜん

しない場合は、人
じん

工
こう

呼
こ

吸
きゅう

器
き

や体
たい

外
がい

式
しき

膜
まく

型
がた

人
じん

工
こう

肺
はい

ECMO（エ
え

ク
く

モ
も

）等による 集
しゅう

中
ちゅう

治療が必要

になります。昨年夏の第５波のときは 病
びょう

床
しょう

がひっ迫
ぱく

し

たため、軽症者だけでなく 中
ちゅう

等
とう

症
しょう

患
かん

者
じゃ

も 病
びょう

院
いん

に 入
にゅう

院
いん

することができず、 症
しょう

状
じょう

が 急
きゅう

変
へん

して亡
な

くなる人も

出ました。今、医
い

療
りょう

体
たい

制
せい

（保
ほ

健
けん

所
じょ

の体
たい

制
せい

強
きょう

化
か

・受
う

け入
い

れ病床の確
かく

保
ほ

等）を 整
ととの

えることが求
もと

められています。 

一
いっ

方
ぽう

、致
ち

死
し

率
りつ

（感染者に占
し

める死
し

亡
ぼう

者
しゃ

の割
わり

合
あい

）はかな

り下がりました。第１波（〜2020/6/13）：5.4%→第５波

（2021/6/21〜9/24）：0.2%。ワクチンの接種率が上がっ

たことが大きいようですが、治療法も徐々
じょじょ

に確立
かくりつ

されて

きているということです。 

例
たと

えば、ニュース等でも取り上げられた「抗
こう

体
たい

カ
か

ク
く

テ
て

ル
る

療
りょう

法
ほう

」。これは軽症患者の重症化を防ぐための治療で

す。新型コロナウイルスに結
けつ

合
ごう

する２種
しゅ

類
るい

の抗体を混
ま

ぜ

合わせて使
し

用
よう

するため「抗体カクテル療法」と呼ばれます

が、「 中
ちゅう

和
わ

抗
こう

体
たい

薬
やく

治療」とも言われます。発
はっ

症
しょう

から７日

以
い

内
ない

かつ重症化リスク因
いん

子
し

（糖
とう

尿
にょう

病
びょう

・肥
ひ

満
まん

・高
こう

血
けつ

圧
あつ

等）

をもつ軽症患者が対
たい

象
しょう

で、医
い

師
し

の判
はん

断
だん

が必要です。点
てん

滴
てき

で投
とう

与
よ

します。病院や一
いち

部
ぶ

の 宿
しゅく

泊
はく

医
い

療
りょう

施
し

設
せつ

等でない

と、この治療は受けられませんが、自
じ

宅
たく

投与を実
じっ

施
し

する動
うご

きが出てきているようです。費
ひ

用
よう

が高
こう

額
がく

であることが課
か

題
だい

として指
し

摘
てき

されています。また、オミクロン株には効果

が薄いようです。 

一方、中等症から重症患者には抗
こう

ウ
う

イ
い

ル
る

ス
す

薬
やく

、ス
す

テ
て

ロ
ろ

イ
い

ド
ど

薬（炎
えん

症
しょう

を抑
おさ

える 薬
くすり

）、免
めん

疫
えき

調
ちょう

整
せい

薬
やく

等が使われま

す。新しい薬が色々
いろいろ

な国で開
かい

発
はつ

されていますが、安
あん

全
ぜん

性
せい

を確
かく

保
ほ

するため、承
しょう

認
にん

までには時間がかかると言われて

います。 
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ニュースでは飲
の

める治療薬も話題になりま

した。ア
あ

メ
め

リ
り

カ
か

の製
せい

薬
やく

会
がい

社
しゃ

が作った薬（モ
も

ル
る

ヌ
ぬ

ピ
ぴ

ラ
ら

ビ
び

ル
る

）が日本国内でも 12 月 24 日に特
とく

例
れい

承
しょう

認
にん

され投
とう

与
よ

が始
はじ

まりました。また、国内の

製薬会社も飲み薬を開発しており、最
さい

終
しゅう

段
だん

階
かい

の治
ち

験
けん

を

行
おこな

っています。インフルエンザ
い ん ふ る え ん ざ

の治療薬のように、一般

の人にすぐ処
しょ

方
ほう

されるようになるのはまだ先のことのよ

うですが、そうなると、新型コロナウイルスとの付き合い

方もかなり変わってくるでしょう。 

【対
たい

策
さく

】 

換
かん

気
き

：新型コロナの感染予防の

対策としては、早
はや

い時
じ

期
き

から三
さん

密
みつ

（密
みっ

閉
ぺい

・密
みっ

集
しゅう

・密
みっ

接
せつ

）を避け

ることが推
すい

奨
しょう

されていました。

これは今も変わりありませんが、とくに最
さい

近
きん

強
きょう

調
ちょう

され

ているのが換気の 重
じゅう

要
よう

性
せい

です。会
かい

話
わ

の際
さい

の飛
ひ

沫
まつ

を防
ふせ

ぐ

ために推奨されてきたパーティション
ぱ ー て ぃ し ょ ん

については、その

設
せっ

置
ち

の仕
し

方
かた

によっては換気の 妨
さまた

げになって、却
かえ

って感染

を広
ひろ

げることになった例が、第５波では多く見られたよ

うです。 

マ
ま

ス
す

ク
く

会
かい

食
しょく

：「マスク無
な

し会食」の危
き

険
けん

性
せい

についても、

データが公
こう

表
ひょう

されています。マスクをせずに会食（飲み

会を含
ふく

む）した人は、会食しなかった人と比べて感染する

リスクが４倍
ばい

近
ちか

くあったとのことです。食べたり飲んだ

りするとき以外はマスクをする「マスク会食」をしていた

人も、会食しなかった人と同じくらいの予
よ

防
ぼう

効
こう

果
か

があり

ました。 

マスクの素
そ

材
ざい

につ

いても、 従
じゅう

来
らい

から指
し

摘
てき

されている通り不
ふ

織
しょく

布
ふ

マスクの効果が

最
もっと

も高
たか

く、ウレタン
う れ た ん

マスク・布
ぬの

マスクなどはリスクが 1.8

倍でした。 



第 84 号 中国帰国者支援・交流センター 令和 4 年 2 月 

9 

また、会食の人
にん

数
ずう

は５人以上ではリスクが 2.16 倍、滞
たい

在
ざい

時
じ

間
かん

が２時間以上の場合は 1.87 倍、飲
いん

酒
しゅ

した場合は

2.18 倍と、それぞれ影響があることがわかりました。した

がって昼
ひる

間
ま

に、少人数で、短
たん

時間マスク会食をするなら、

大きなリスクにはならないという可能性が示されていま

す。過
か

度
ど

に神
しん

経
けい

質
しつ

になる必要は無いようです。マスク会

食は面倒
めんどう

ですが、めんどうくさがらずにやれば効果があ

るのですね！ 

現在、ワクチン先進国であるシンガポールや英国で感染

者が 急
きゅう

増
ぞう

しています。死
し

者
しゃ

数
すう

は急増していないため、以

前のような厳しい対策はまだ取られていませんが、今後ど

のようになっていくかはわかりません。オミクロン株の広

がりも気になります。油
ゆ

断
だん

することなく、対策
たいさく

を続
つづ

けま

しょう。 

 

本原稿
ほんげんこう

の執筆
しっぴつ

に際
さい

し、以下のサイトを参考
さんこう

にしまし

た：厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

「新型コロナウイルス感染症について」、

yahoo
や ふ ー

！個
こ

人
じん

ニ
に

ュ
ゅ

ー
ー

ス
す

（感染症専
せん

門
もん

医
い

：忽
くつ

那
な

賢
さと

志
し

の記
き

事
じ

）、

東
とう

京
きょう

都
と

福
ふく

祉
し

保
ほ

健
けん

局
きょく

「新型コロナ保健医療情報ポータ
ぽ ー た

ル
る

」、NHK：新型コロナ特
とく

設
せつ

サ
さ

イ
い

ト
と

、朝
あさ

日
ひ

新
しん

聞
ぶん

：新型コロ

ナ特
とく

集
しゅう

記事                （O） 

 

 
 

 

 

 

 

 
皆
みな

さんは自
じ

分
ぶん

の名
な

前
まえ

は好
す

きですか？ 帰
き

国
こく

者
しゃ

の皆さんの中
なか

には、その 境
きょう

遇
ぐう

から何
なん

度
ど

か自分の

名前が変
か

わった経
けい

験
けん

をお持
も

ちの方
かた

がいらっしゃ

ると思
おも

います。名前が変わることに対
たい

する抵
てい

抗
こう

新闻热点・ニュース
に ゅ ー す

の言葉
こ と ば

 

選
せん

択
たく

的
てき

夫
ふう

婦
ふ

別
べっ

姓
せい

（制
せい

度
ど

） 
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感
かん

や、 逆
ぎゃく

に 喜
よろこ

びを感
かん

じた方もいるかもしれま

せん。名前は自分を 表
あらわ

す固
こ

有
ゆう

のものと言
い

えるで

しょう。同
どう

姓
せい

同
どう

名
めい

もいますが、自分
じぶん

にとっては唯
ゆい

一
いつ

のものです。この名前をめぐって今、日
に

本
ほん

で論
ろん

議
ぎ

が起
お

こっています。「選択的夫婦別姓制度」につ

いてです。 

皆さんもご存
ぞん

じのように日本では、民
みん

法
ぽう

上
じょう

で

は結
けっ

婚
こん

に 伴
ともな

い夫
ふう

婦
ふ

は同
どう

一
いつ

姓
せい

にしなければなら

ないことになっています。男
だん

性
せい

の姓
せい

でも女
じょ

性
せい

の

姓でも構
かま

いませんが、どちらか一
ひと

つを選
えら

ばなけれ

ばならないのです。実
じっ

際
さい

には、女性が男性側
がわ

の姓

に変わるのがほとんどです。中
なか

には結婚して相
あい

手
て

の姓に変わっていても、 職
しょく

場
ば

などでは「通
つう

称
しょう

」

として 旧
きゅう

姓
せい

を名
な

乗
の

り続
つづ

ける人
ひと

（主
おも

に女性）もい

ますが、法
ほう

律
りつ

上
じょう

は夫婦は同一姓です。 

「選択的夫婦別姓制度」とは、結婚後
ご

の夫婦の

姓を同
どう

姓
せい

にするか別姓にするかを、選択できるよ

うにする制度ということです。この選択的夫婦別

姓に対
たい

する論議は、かなり前
まえ

からされてはいます

が、特
とく

にここ 20数
すう

年
ねん

ほどは、女性の社
しゃ

会
かい

進
しん

出
しゅつ

が進
すす

む中で議
ぎ

論
ろん

が本
ほん

格
かく

化
か

しています。では、具
ぐ

体
たい

的
てき

にはどのような理
り

由
ゆう

で 従
じゅう

来
らい

の制度への見
み

直
なお

しを求
もと

めているのでしょうか。 

まず、結婚で姓が変わることが多
おお

いのは女性で

すが、キ
き

ャ
ゃ

リ
り

ア
あ

を積
つ

み重
かさ

ね社
しゃ

会
かい

的
てき

に通
つう

用
よう

してい

た名前が変わることで、不
ふ

便
べん

や不
ふ

利
り

益
えき

を 被
こうむ

るこ

とがあるということ。また、姓を変えねばならな

い場
ば

合
あい

、何
なに

十
じゅう

年
ねん

も使
つか

った愛
あい

着
ちゃく

ある名前を捨
す

て

なければならないこと。そして、離
り

婚
こん

、結婚とい

うごくプ
ぷ

ラ
ら

イ
い

ベ
べ

ー
ー

ト
と

なことが、姓の変
へん

更
こう

により

周
しゅう

囲
い

に知
し

られてしまうこと。また、一
ひと

人
り

っ子
こ

同
どう

士
し

の結婚で同一姓にすると、片
かた

方
ほう

の家
か

族
ぞく

の姓が消
き

えてしまうことなど。これらへの抵
てい

抗
こう

感
かん

や違
い

和
わ

感
かん
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が理由に上げられています。このような社会的
てき

流
なが

れや個
こ

別
べつ

の事
じ

情
じょう

を踏
ふ

まえ、少
すく

なくとも姓を選
えら

べ

るようにしてほしいということで求められている

のが「選択的夫婦別姓制度」です。 

この「選択的夫婦別姓制度」の公
こう

的
てき

な機
き

関
かん

での

検
けん

討
とう

が始
はじ

まったのは 1996 年。この問
もん

題
だい

を含
ふく

む

民
みん

法
ぽう

改
かい

正
せい

案
あん

が国
こっ

会
かい

に答
とう

申
しん

されましたが、自
じ

民
みん

党
とう

の反
はん

対
たい

で国
こっ

会
かい

審
しん

議
ぎ

は 行
おこな

われませんでした。 

その後
ご

も、夫婦同一姓にしなければならない制

度は、個
こ

人
じん

の自
じ

由
ゆう

を損
そこ

なう憲
けん

法
ぽう

違
い

反
はん

ではないか、

という個人レ
れ

ベ
べ

ル
る

での 訴
うった

えの裁
さい

判
ばん

等
など

が何
なん

件
けん

も

起こされました。しかし、裁判所
しょ

ではいずれも現
げん

在
ざい

の夫婦同一姓は 合
ごう

憲
けん

であるという判
はん

決
けつ

とな

り、改
かい

正
せい

のための議
ぎ

論
ろん

は国会でなされるべきとの

判決が出
だ

されています。ただ、この問題は、多
た

様
よう

性
せい

を認
みと

め、ジ
じ

ェ
ぇ

ン
ん

ダ
だ

ー
ー

の 平
びょう

等
どう

を求
もと

める昨
さっ

今
こん

の

国
こく

内
ない

外
がい

の動
うご

きの中
なか

で無
む

視
し

できないテ
て

ー
ー

マ
ま

となっ

ており、2021 年 10月
がつ

の国
こく

政
せい

選
せん

挙
きょ

の論
ろん

点
てん

にもな

りました。 

この論議に対して平
へい

成
せい

29 年に内
ない

閣
かく

府
ふ

が実
じっ

施
し

し

た世
よ

論
ろん

調
ちょう

査
さ

では、法律 上
じょう

の夫婦別姓制度に賛
さん

成
せい

する人
ひと

は 42.5 ％
ぱーせんと

で、あくまで同姓を名
な

乗
の

る

べきと主
しゅ

張
ちょう

する人は 29.3％という結
けっ

果
か

になりま

した。早
わ

稲
せ

田
だ

大
だい

学
がく

がイ
い

ン
ん

タ
た

ー
ー

ネ
ね

ッ
っ

ト
と

で調
しら

べた最
さい

近
きん

の結
けっ

果
か

では、70％の人が「選択的夫婦別姓」に

賛
さん

成
せい

だったそうです。 

このように結婚後の姓を同一姓のみしか認
みと

めな

い国
くに

は、世
せ

界
かい

でも日本だけだそうです。選択的別

姓に反対する人の理由としては、「家
か

族
ぞく

の 絆
きずな

、一
いっ

体
たい

感
かん

が 失
うしな

われる」「子
こ

供
ども

の姓の安
あん

定
てい

性
せい

が損
そこ

なわ

れる」等
など

の意
い

見
けん

が出
で

ています。 

では、他
ほか

の国
くに

を少
すこ

し見
み

てみましょう。 中
ちゅう

国
ごく

は

いうまでもなく夫婦別姓ですね。 中
ちゅう

華
か

人
じん

民
みん

共
きょう
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和
わ

国
こく

成
せい

立
りつ

後
ご

の 1950 年、、新
あら

たな婚
こん

姻
いん

法
ほう

に基
もと

づき

「夫婦双
そう

方
ほう

は、それぞれ自
じ

己
こ

の姓
せい

名
めい

を使
し

用
よう

する

権
けん

利
り

を有
ゆう

する」と規
き

定
てい

し、夫婦別姓制度となった

ようです。しかし、子供の姓は父
ふ

姓
せい

を名乗ること

が多いそうです。ただ一
ひと

人
り

っ子
こ

政
せい

策
さく

が廃
はい

止
し

されて

からは二
ふた

人
り

目
め

を母
はは

親
おや

の姓にするという動
うご

きもあ

るようです。 

では、ロ
ろ

シ
し

ア
あ

はどうでしょうか？ ロシアは同

一姓を 強
きょう

要
よう

することはない選
せん

択
たく

制
せい

ですが、実際

には結婚後男性の姓に変わることが多いようで

す。ちなみにロシアの名前の構
こう

造
ぞう

は「名+父
ふ

称
しょう

+

姓」となっており、男性にも女性にも父親の名前

がついてきます。例
たと

えば、プ
ぷ

ー
ー

チ
ち

ン
ん

大
だい

統
とう

領
りょう

は「ウ
う

ラ
ら

ジ
じ

ー
ー

ミ
み

ル
る

（名）+ウ
う

ラ
ら

ジ
じ

ー
ー

ミ
み

ロ
ろ

ヴ
び

ィ
ぃ

ッ
っ

チ
ち

（父称）

+プーチン（姓）」となり、お父
とう

さんもウラジーミ

ルさんというプーチン大統領と同
おな

じ名前だったこ

とがわかりますね。 

このように「選択的夫婦別姓制度」を取
と

ってい

る国でも、事
じ

実
じつ

上
じょう

はまだ結婚後に男性姓になる

ことが多かったり、ロシアのように名前に父称が

ついて回
まわ

ったり、中国もロシアも子供の姓は父親

の姓になることが多かったりと、名前に関
かん

しては

まだ男性 上
じょう

位
い

の 状
じょう

況
きょう

のようです。 

82号
ごう

で 紹
しょう

介
かい

した「 L
える

G
じー

B
びー

T
てぃー

」の人たちの結

婚、例
たと

えば生
せい

理
り

学
がく

上
じょう

の同性同士の結婚に関して

も、認めていく動きも出てきています。このよう

に多様化する世界の流
なが

れの中では、性にこだわっ

た名づけというのも、変化していくのではないで

しょうか。この選択的夫婦別姓についての論議は、

家族や社会の在
あ

り方
かた

について今
いま

一
いち

度
ど

考
かんが

え直
なお

す

機
き

会
かい

にもなるかもしれませんね。    （Bab） 
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 今
こん

回
かい

は知
し

っていると便
べん

利
り

なミニプログラム「腾讯

翻译君」です。以
い

前
ぜん

天
てん

天
てん

81号
ごう

でお伝
つた

えしたような一
いっ

般
ぱん

翻
ほん

訳
やく

機
き

能
のう

に加え、画
が

像
ぞう

認
にん

識
しき

翻訳や音
おん

声
せい

入
にゅう

力
りょく

による翻訳も入
はい

っています。簡単な文
ぶん

章
しょう

や単
たん

語
ご

な

ら手
て

軽
がる

に翻訳できます。ぜひ使
つか

ってみてください。 

➀   ③再轻触“小程序”。

➀まずは微信のア
あ

イ
い

コ
こ

ン
ん

をタ
た

ッ
っ

プ
ぷ

 ②次
つぎ

に「发现」をタップ  ③次に「小程序」をタップ 

  

④「搜索小程序」をタップ   ⑤「 」と 入
にゅう

力
りょく

して「 」をタップ 

機
き

器
き

情
じょう

報
ほう

 

⑬

！

簡単
かんたん

！機
き

器
き

操
そう

作
さ

⑬ 微
うぇい

信
しん

のミ
み

ニ
に

プ
ぷ

ロ
ろ

グ
ぐ

ラ
ら

ム
む

を使
つか

ってみよう 

※ここではア
あ

イ
い

フ
ふ

ォ
ぉ

ン
ん

の操作を基
き

本
ほん

にしています。ア
あ

ン
ん

ド
ど

ロ
ろ

イ
い

ド
ど

の方
かた

も参
さん

考
こう

にしてください。説
せつ

明
めい

画
が

面
めん

は、中
ちゅう

国
ごく

語
ご

表
ひょう

記
き

の画面になっています。 
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⑩右下の「按住说中文」を押
お

しっぱなしにして中国語を話
はな

すと日本語の翻訳が出
で

てくる。 

 

 

 

 

 

 

 

中国語を入力

⑦最初は中 英
ちゅうえい

設定
せってい

になって

いるため中 日
ちゅうにち

設定に変更
へんこう

 

⑧「 （日本語
に ほ ん ご

）」を選
えら

んで右
みぎ

下
した

が日本語になったか確
かく

認
にん

 

ここをタップ 

⑥最
さい

初
しょ

に「 」をタップ

（マ
ま

イ
い

ク
く

機能を許
きょ

可
か

する） 

⑨画面 上
じょう

部
ぶ

の「 」に中

国語を入力すると日本語に変
へん

換
かん

 

ここをタップ

ここを押しっぱな

しにする 
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⑪ 日本語

⑪左下の「日本語」を押しっぱなしにして日本語を話すと中国語の翻訳が出てくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ★最後にカメラ翻訳を紹介します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（M） 

 

① トップ画面のカメラマークをタップ

して日本語に設定 

〇

②翻訳したい日本語に合わせて下部

中央の白い○をタップすると、画面の

中の日本語が中国語に翻訳される。 

〇

下部中央の白い○ 

ここをタップ 

ここを 

タップ 

ここを押しっ

ぱなしにする 
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? 

 

 

 

 脳トレ（パ
ぱ

ズ
ず

ル
る

） 

①～⑥の図
ず

形
けい

を組
く

み合
あ

わせて、大
おお

きな三
さん

角
かく

形
けい

を作
つく

りた

いのですが、使
つか

わないものが１つだけあります。使
つか

わないも

のはどれですか。 

 

 

        

 

 

 

                

 

  

脳トレ（計
けい

算
さん

通
つう

路
ろ

） 

 計算
けいさん

しながら通
つう

路
ろ

を進
すす

んでください。  ？ に入
はい

る数
すう

字
じ

は

なんでしょう？ ※計算
けいさん

は 0 から始
はじ

めます。 

例）＋７ ⇒ -４ ⇒ ×２ ⇒ ÷３ ⇒ ？  

     ７    ３      ６       ２    答え２ 

 

                     

 

      ? 

 

 

 

 

 

 

 

正确答案:  4        3                      （K） 

  

健康 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

のための「脳
のう

トレ
と れ

」② 

4 

-4 ×2 

+7 

÷3 

-9 
＋6 ÷2 

-4 ＋7 

÷5 

×5
×3 

＋2 

3 1 

6 

5 

2 
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⑦

日
に

本
ほん

語
ご

ワ
わ

ン
ん

ポ
ぽ

イ
い

ン
ん

ト
と

レ
れ

ッ
っ

ス
す

ン
ん

⑦ ～気
き

をつけて！間
ま

違
ちが

って伝
つた

わってるかも？ 

 

 

 

 

｢はい、わかりましたよ｣｢ 私
わたし

、明日
あ し た

来
き

ますね｣ ? ｢ね｣｢よ｣ 
                         (間違ってる？) 

 
 
 

         1-1．很简略地复习｢よ｣和｢ね｣吧!  ｢ね｣｢よ」をざっと復習しよう 

    このコーナーでは皆さんがよく使われている日本語の

表現の中で間違いやすいものを取り上げて紹介していま

す。思い当たる人、次から気をつけて使ってみてくださ

いね！なお、遠隔課程｢おしゃべり文法コース｣でこの連

載内容を含む項目を学べます！ 

｢

｣

｢

｣ ｢ ｣

 Ａ：帰国者の近藤さんの職場での例です。近藤さんは

先輩の石井さんから新しい作業についての指示を受け

たので、" "のつもりで｢はい、わかりましたよ｣と答

えたところ、石井さんにちょっとむっとされてしまい

ました。近藤さんのこの言い方は何か間違っていたで

しょうか。何と言えばよかったのでしょう。 

Ｂ：別の人、岡田さん のパート先での例です。上司

たちが今日終わりきらなかった作業をどう再配分する

かを相談しているのが聞こえてきました。岡田さんは

自分が元々明日臨時に出勤するつもりだったので、課

長から｢明日、来ます？｣と聞かれて、｢はい、来ますね｣と

答えました。ところが、課長の反応がちょっと微妙？ 

岡田さんのこの言い方は何か間違っていたでしょう

か。何と言えばよかったのでしょう。 

｢ ｣ ｢

｢ ｣

｢ ｣ ｢ ｣

  どちらの例も終助詞の使い方に問題があったよ

うです。Ａの近藤さんは"啊"=｢よ｣と考えていて、｢わ

かりましたよ」と言い、Ｂの岡田さんは｢ね｣を付け

加えて親しみを込めたのですが、二人のせっかくの

意図は相手に伝わらなかったようです。 

 中国語と日本語の助詞の意味は一対一では対応

していません。特に文末に添える日本語の終助詞は

機能が多様でわかりにくいですね。｢よ｣も｢ね｣も、

ある時は"啊"、ある時は"吧"や"呢"と、中国語話者の

目からは意味が一貫していないように見えます。 

学
がく

習
しゅう
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 ｢よ｣ ｢ね｣① ｢よ｣ ｢ね｣ ｢ね｣｢よ」を使うべき時 

｢よ｣…

              → 

聞き手の知らない事柄を知らせてその内容に注意を向けさせる(特に、聞き手の利益になる場合、許

可を与える場合 等) 

  例)(在车上) ｢ハ
は

ン
ん

カ
か

チ
ち

、落
お

としましたよ｣(

     (大夫说) ｢もう薬
くすり

は飲
の

まなくても大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

ですよ｣(  

｢ね｣…       → 

聞き手に対して、話し手の話す内容に共感や同意を求める 例)｢今日
き ょ う

は暑
あつ

いですね｣(今天真热啊) 

 ・

例)｢明日
あ し た

、田
た

中
なか

さんは休
やす

みですね？↑｣(明天，田中先生休息，是吧？)｣  

  (次の 2 つの答えを比べてみてください。) 
 

Ａ：今
こん

晩
ばん

、一
いっ

杯
ぱい

どうですか。 ①いいですね＝

②いいですよ＝   

 

練習 １ 次の文の末尾により適切な終助詞はどちらでしょう。 

① ( )｢もしもし、ハ
は

ン
ん

カ
か

チ
ち

落
お

としました｛ ね ・ よ ｝｣ 

② ( ｢寒
さむ

くなりました｛ ね ・ よ ｝｣  

  → )｢本当に。寒くなりました｛ ね ・ よ ｝｣ 

③ ( )｢もう帰
かえ

ってもいいです｛ ね ・ よ ｝｣ 

④ ( )「授
じ ゅ

業
ぎょう

、始
はじ

めます｛ ね ・ よ ｝｣ 

⑤ ( )｢これ、どうぞ。おいしいです｛ ね ・ よ ｝｣
 

 

 ｢よ｣ ｢ね｣② ｢よ｣ ｢ね｣ ｢ね｣｢よ」を使えない時 

｢よ｣…

聞き手に話の内容を新たに認識させようとする時に用いる →聞き手が知っている事柄や、話

し手が当然応諾すべき事柄につけると、高圧的或いは押しつけがましく聞こえてしまう

｢ね｣ ｢よ」 まず｢ね｣ ｢よ」の復習をしましょう。敢えてまとめ

ると、 

｢ ｣ ｢ ｣   皆さんは｢よ｣も｢ね｣もたくさん耳にして既に使っ

ていると思いますが、要注意なのが上記の場合以外

でつけると却って不自然になったり失礼になった

りすることです。確認しますと…、 
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  例)( 上司から｢明日休みだね？｣と聞かれて) ｢はい、休みです｛ よ ｝｣ 
｢ね｣…

｢ ｣

聞き手に対して話し手の話す内容に共感や同意を求める→Yes/No 質問に同意する場合、答える側は｢ね｣はつけない 

  例)( 上司から｢明日休みだね？｣と聞かれて)  ｢はい、休みです｛ ね ｝｣ 

     練習してみましょう。 

練習 2 

 
文末の適不適を判断して、適切と思うものに○、不適切と思うものに×をつけ、どのように変えるといいかも書いて下さい。 

０ 

① (在车站站台叫喊)｢もしもし、定
てい

期
き

落
お

としました｣       

② (早晨碰到邻居说)｢寒
さむ

くなりましたよ｣ 

③ (被老师问到"你明白了吗?")「はい、わかりました｣ 

④ (让同事品尝著名店的甜点心说)｢これ、どうぞ。おいしいですね｣ 

⑤ (在小区拔草活动时被问到 你是住２号栋的，是吧? )→｢はい、そうですね｣ 

              1-2. 语调更重要！ イントネーションがもっと大切

 

Ａ：集
しゅう

会
かい

は 2 時からですか。 

Ｂ：あ､いえ､３時からですよ。 

３時からです：给人一种事务性应答的印象。听起来有些冷漠 (事務的) 

３時からですよ↑(上升)：给人一种一般的会话应对的印象  (一般的) 

３時からですよ↓(下降)：对 A 先生的认知错误表示不满 
 (A さんの間違いに不満を表す) 

           

 

Ａ 近
こん

藤
どう

さん… 

Ｂ 岡
おか

田
だ

さん…                          ※解答例子在下面 
 
 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

練習１ ①よ  ②ね、ね  ③よ  ④よ  ⑤よ 

練習 2 ①×→よ  ②×→ね  ③○  ④×→よ  ⑤×→(不用) 

最後の問題  近藤さん…「はい、わかりました。↓」   岡田さん…「はい、来ます。↓」(也可以说「あ、来ますよ↑」)  

 ｢ ｣｢ ｣

 

  前節で｢よ｣｢ね｣の機能を確認しましたが、実はそ

れ以上に重要なことがあります。終助詞はイント

ネーション次第でかなりニュアンスが異なってし

まうのです。適切な用法の文でも、文末に低い声で

つけると不満や攻撃口調に聞こえてしまいます。

町内会での会話の例で言うと… 

  というわけで、近藤さん岡田さんが何と言えばよ

かったか、もうおわかりですね。イントネーション

も書き添えて下に書き出してみましょう。 
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 ʬ父
ちち

の決心
けっしん

〉 

1985年
ねん

、 私
わたし

が 小 学
しょうがく

5
ご

年 生
ねんせい

になる少
すこ

し前
まえ

、日本
にほん

の生 活
せいかつ

に慣
な

れ始
はじ

めた祖母
そ ぼ

から、私たちの家族
かぞく

も日本に来
こ

ないかとい

う手紙
てがみ

が届
とど

いた（祖母は 残 留
ざんりゅう

婦人
ふじん

で、1980 年、日本にいる

母 親
ははおや

と 姉
あね

の介護
かいご

のため日本に 帰
かえ

っていた）。その 時
とき

、父は

中 国
ちゅうごく

遼
りょう

寧
ねい

省
しょう

で 工 場
こうじょう

の若手
わかて

社員
しゃいん

を指導
し ど う

する部署
ぶ し ょ

で 働
はたら

いていた。しかし、「母親が日本人
じん

である人 間
にんげん

が 教 壇
きょうだん

に立
た

ち

社会
しゃかい

主義
し ゅ ぎ

思想
し そ う

を教
おし

えるのはどうか」という意見
いけん

が出
だ

され、そ

の部署から外
はず

された。 

物
もの

心
ごころ

ついた 頃
ころ

から、父
ちち

のあだ名
な

は「 小 日 本
しゃおりーべん

」だった。

中
ちゅう

学 生
がくせい

の 時
とき

、 空 軍
くうぐん

の飛行
ひこう

士
し

候補
こうほ

に 選
えら

ばれながらも、母

親が日本人であるという理由
り ゆ う

で途中
とちゅう

棄権
きけん

しなければならな

かった。文
ぶん

革
かく

中は無口
むくち

を 装
よそお

い、常
つね

に背中
せなか

に白
しろ

い目
め

を感
かん

じな

がら、好
す

きなサッカー
さ っ か ー

のみに打
う

ち込
こ

み、 屈 辱
くつじょく

に耐
た

え抜
ぬ

いた父

であった。ところが、職場
しょくば

でもこのように出自
しゅつじ

に対
たい

する偏 見
へんけん

が露出
ろしゅつ

したのである。仕事
し ごと

にやりがいを感じていただけにショ

ックは大
おお

きかった。 

 父
ちち

は、 私
わたし

たちを連
つ

れて祖母
そ ぼ

の住
す

む日本
にほん

に行
い

く決心
けっしん

をした。

言葉
ことば

や 習 慣
しゅうかん

が分
わ

からない異国
いこく

の地
ち

で暮
く

らすことはたやすい

ことではない。しかし、私や 妹
いもうと

の 将 来
しょうらい

を思
おも

うと、父は日本

に行った方が良
よ

いと 考
かんが

えた。「あなた達
たち

にお父
とう

さんのような

悔
くや

しさを味
あじ

わってほしくない」「自
じ

分
ぶん

の可
か

能
のう

性
せい

をどんどん見
み

つ

けて伸
の

ばしてほしい」、これは父が幾
いく

度
ど

となく言ってきた言葉

だ。人生
じんせい

の岐路
き ろ

に立
た

ったとき、私たち子
こ

どものことを第
だい

一
いち

に

考え、それまで 培
つちか

ってきたものをゼロに戻
もど

して人生の再
さい

出 発
しゅっぱつ

をしたのだった。12歳
さい

の 私
わたし

には 十 分
じゅうぶん

すぎるほど父
ちち

と

母
はは

の気持
き も

ちが伝
つた

わってきた。 

〈日本で初
はじ

めての学校
がっこう

生 活
せいかつ

〉 

来日
らいにち

すると、小
しょう

学校
がっこう

の 5 年に 編 入
へんにゅう

した。2 年過
か

年
ねん

だった。

同 級 生
どうきゅうせい

より年上
としうえ

になるのはとても嫌
いや

だったが、理
り

解
か い

できな

い日本語
ご

のことを思うと、自
じ

分
ぶん

を無理
む り

やりにでも納得
なっとく

させる

しかなかった。鉛 筆
えんぴつ

、消
け

しゴ
ご

ム
む

、 鞄
かばん

、一つ一つ買
か

いそろえなが

投稿 《少女时代的回忆》——来自一位归国者三代的手记

少
しょう

女
じょ

時
じ

代
だい

の思
おも

い出
で

  三
さん

世
せい

の手
しゅ

記
き

より
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ら心臓
しんぞう

の鼓
こ

動
どう

が激
はげ

しくなっていった。「ト
と

イ
い

レ
れ

はどこ？」さえち

ゃんと日本語で言えない自分が学校でどうやって過
す

ごすの

か、考えただけで 心
こころ

細
ぼそ

くなった。 

初めての登校
とうこう

日
び

の休
やす

み時間
じ か ん

、私の 机
つくえ

の周
まわ

りにはたくさん

のク
く

ラ
ら

ス
す

メ
め

ー
ー

ト
と

が集
あつ

まってきた。何を言っているのか分からなか

ったが、皆
みな

身
み

ぶり手
て

ぶりで話
はな

してくれた。心配
しんぱい

していたトイレも

誰
だれ

かが進
すす

んで教えてくれた。しば

らくの 間
あいだ

、この 状 態
じょうたい

が 続
つづ

い

た。 

 

ある報告
ほうこく

で、「外国
がいこく

から来
き

た生徒
せい と

」は 珍
めずら

しさや好
こう

奇
き

心
しん

か

ら最初
さいしょ

は周りからちやほやされがちだが、ある一定
いってい

期
き

間
かん

が過

ぎれば、言葉の壁
かべ

、 習 慣
しゅうかん

の違
ちが

いにより孤立
こ り つ

するケ
け

ー
ー

ス
す

が多
おお

いという。私も例 外
れいがい

ではなかった。一カ月
いっかげつ

ほどが過ぎ、私の周

りには気
き

が付
つ

くと誰もいなくなっていた。チ
ち

ャ
ゃ

イ
い

ム
む

とともに、ク

ラスの皆
みな

が三々
さんさん

五々
ご ご

とグ
ぐ

ル
る

ー
ー

プ
ぷ

になって楽
たの

しそうに 話
はなし

をし

たり笑
わら

ったりしていた。それを横
よこ

目
め

に私はいつも一人
ひ と り

で何
なに

をし

たらいいだろうと悩
なや

んだ。日本語 学 習
がくしゅう

の本をひっそり鞄から

取
と

り出
だ

して、読
よ

むふりもした。たった10
じっ

分
ぷん

間
かん

の休
やす

みがとても長
なが

く感じられた。 

 次
つぎ

の日の 準
じゅん

備
び

は黒板
こくばん

の文字
も じ

を一
いち

字
じ

一字

連絡
れんらく

帳
ちょう

に書き移
うつ

して、家に帰ってから父と辞
じ

書
しょ

を頼
たよ

りに調
しら

べた。絵
え

の具
ぐ

、雑巾
ぞうきん

、 定
じょう

規
ぎ

、粘
ねん

土
ど

、リ
り

ュ
ゅ

ッ
っ

ク
く

サ
さ

ッ
っ

ク
く

……。中国の学校に比べ日本の学校は

学 習
がくしゅう

内容
ないよう

が多
おお

い。リ
り

コ
こ

ー
ー

ダ
だ

ー
ー

、跳
と

び箱
ばこ

、ミ
み

シ
し

ン
ん

等
とう

々
とう

、初めて経 験
けいけん

することが山
やま

ほどあり、音
おん

符
ぷ

を読
よ

むことさえも初
はつ

体 験
たいけん

の私にとって肩
かた

が凝
こ

る毎日
まいにち

が続
つづ

いた。それに音 楽
おんがく

室
しつ

、体育
たいいく

館
かん

、図
ず

工
こう

室
しつ

……

慣
な

れるまで何
なん

度
ど

も一人で校舎
こうしゃ

をうろうろした。そ

して一 番
いちばん

閉 口
へいこう

したのは 同 級 生
どうきゅうせい

より年上
としうえ

で背
せ

も体 型
たいけい

も L
える

サ
さ

イ
い

ズ
ず

の自分が泳
およ

げないプ
ぷ

ー
ー

ル
る

に入
はい

らなければならないこと

だった。遠足
えんそく

、 修
しゅう

学
がく

旅
りょ

行
こう

、楽
たの

しいはずのこれらの 行
ぎょう

事
じ

も持
も

ち物
もの

で憂鬱
ゆううつ

になり、一緒
いっしょ

に行動
こうどう

してくれる友達
ともだち

がいてくれる

かと心配
しんぱい

し、 緊 張
きんちょう

した。 

いつも自分の胸
むね

に何かつまっているような気
き

がした。日本

に来てから家族で散
さん

歩
ぽ

に出かけることが少
すく

なくなったが、数
かず
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少ない散歩の時は 最
もっと

も心安
やす

らぐ時間であ

った。私は歩
ある

きながら何
なん

度
ど

も深
しん

呼
こ

吸
きゅう

をして

胸に溜
た

まっているものが吐
は

き出
だ

せるか試
ため

して

みた。夜
よ

空
ぞら

を見上
み あ

げ「日本語が早
はや

く話せます

ように」と星
ほし

に願
ねが

ってみたりもした。 

1 年 4 か月
げつ

後
ご

、私は 中 学
ちゅうがく

に進学
しんがく

した。だいぶ日本語が話

せるようになっていた。当
とう

時
じ

の日記
に っ き

帳
ちょう

には間
ま

違
ちが

いだらけの日

本語で「精
せい

一杯
いっぱい

勉 強
べんきょう

して、将来お父さんとお母さんに楽
らく

を

させる」と書いてある。これは「なぜ日本に来たのか」という自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

への問
と

いかけに対
たい

する答
こた

えだった。 

〈父の転 職
てんしょく

〉 

中学 3 年の時、父が仕事を辞
や

めてしまった。 職
しょく

場
ば

は外国人

の父にとっても居
い

心地
ごこち

のよい 所
ところ

だったが、許
ゆる

される 限
かぎ

り

残 業
ざんぎょう

をして懸 命
けんめい

に 働
はたら

いても、一
いっ

家
か

の生 活
せいかつ

費
ひ

もまかなえない安
やす

月
げっ

給
きゅう

だった。少
すこ

し高
たか

い

賃金
ちんぎん

を得
え

るためには、 新
あたら

しい仕事を探
さが

すしか

なかったのだ。 

 けれど、仕事はなかなか見つからなかった。日本語がうまく

話せないことがネ
ね

ッ
っ

ク
く

だった。父は眠
ねむ

れない日が続き、私の目

にも無理
む り

に元
げん

気
き

を 装
よそお

っていた。学校から帰ってくると仕事の

ない父が 夕 食
ゆうしょく

を作
つく

っていた。私の心は締
し

め付
つ

けられる思い

で一杯になった。 

 私は自分なりに父を助
たす

けようと思った。学校の数
かず

少
すく

ない

友達
ともだち

の中に、自分が中国から来たことを思い切
き

って打
う

ち明
あ

け

てもいいかなと思う人がいた。父親が銀行
ぎんこう

の支
し

店 長
てんちょう

をして

いた。この友達に父の事
こと

を話したら何とかしてくれるかもしれ

ない。そう期
き

待
たい

して父に話してみた。 

しかし、予
よ

期
き

せぬことに父は少しも 喜
よろこ

ばなかった。「父さん

の心配はもうしなくていい。自分の事を 一 生
いっしょう

懸 命
けんめい

やりなさ

い。父さんはそれが一番うれしい」と中国語でそれだけ言った。 

私ははっと目
め

が覚
さ

める思いがした。父の気持
き も

ちまで考えて

いなかった。私がしようとしたことは、親としての自
じ

尊
そん

心
しん

を傷
きず

つけることだったのだ。私は父の寂
さび

しそうな背中
せなか

を見つめな

がら自分の軽率
けいそつ

な 考
かんが

えに腹
はら

が立
た

った。 

私は自分の心の中の息苦
いきぐる

しいほどのずしっと重
おも

いものを

考えた。日本に来てからの苛
いら

立
だ

ち、焦
あせ

り、劣等感
れっとうかん

……。しかし、
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これらばかりに囚
とら

われていつまでも身
み

動
うご

きができないままで

いいのだろうか。日本行きを決めた時の父の言葉が 蘇
よみがえ

っ

た。「父さんのようになってほしくない」 

早く日本語を自分のものにしよう。そうすれば、日本にも慣

れるだろう。私が日本に慣れれば、父も母も安心
あんしん

するに違い

ない。私は心の中で強
つよ

く誓
ちか

っていた。 机
つくえ

に向
む

かう時間が多く

なった。 授 業
じゅぎょう

で分
わ

からないところは家
いえ

に帰って教科書
きょうかしょ

を何度

も読み、大 切
たいせつ

なところは自
じ

作
さく

の 復 習
ふくしゅう

ノートに書き留
と

め、どう

しても理
り

解
かい

できない部
ぶ

分
ぶん

は学校の先生
せんせい

に訊
たず

ねたりもした。 

〈高校
こうこう

時代〉 

1990 年 4 月私は公立
こうりつ

高校に 入 学
にゅうがく

した。

自
じ

転
てん

車
しゃ

で片 道
かたみち

30分
ぷん

以
い

上
じょう

かかる道
みち

を毎日
まいにち

通
かよ

うのは楽ではなかった。しかし気持
き も

ちは楽だ

った。もう中国のことも年 齢
ねんれい

のことも自分の中
なか

にしまってお

ける。自分が言わなければ日本人のふりができると思うと、ず

っと肩
かた

にのしかかっていた重
おも

荷
に

をやっと下
おろ

せたような気持に

なった。勉強もそれまで以上に努
ど

力
りょく

した。友達もできた。 

高校 2 年生の時、私たち一家は日本に帰化
き か

することになっ

た。中国の国籍
こくせき

を捨
す

てることに抵抗
ていこう

はあった。父や母が 喜
よろこ

ん

で選
えら

んだ道ではないことも分かっていた。しかし、日本で後
うし

ろ

めたさを感じずに正 々
せいせい

堂々
どうどう

と生
い

きていくためには、これが

一 番
いちばん

いい方
ほう

法
ほう

かもしれないと思った。「国籍が変わっても心

の中の中国は変わるわけじゃない」と、私は自分に言い聞
き

かせ

た。 

日本国籍に帰化したことと関 係
かんけい

があったのだろうか、私は

親
した

しい友達にきちんと自分の出自を話すべきだと思うように

なった。確
たし

かにもう書類
しょるい

上
じょう

では 正 真
しょうしん

正 銘
しょうめい

の日本人。しか

し、だからこそ話さなければならないと思った。初めて自分の

歴
れき

史
し

を友達に伝えたいと思った。 

放
ほう

課
か

後
ご

、その友達と一緒
いっしょ

に帰りながら、もし好
す

きな 男
おとこ

の子

がいて告白
こくはく

する時、きっとこのような気持ちだろうな、そう思

いながら私は彼女
かのじょ

に、自分が小学校 5 年生の秋
あき

に中国から

日本に来たこと、日本語が話せずに苦
く

労
ろう

したことを話した。

「これからも友達でいてくれる？」喉
のど

をつまらせながら、私は彼

女に聞いてみた。「何を言ってるの？ 当
あ

たり前
まえ

やん。K ちゃんと

は 一 生
いっしょう

の友達やで」と、彼女は優
やさ

しく私の背
せ

中
なか

をたたいた。
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たった一人だったけれど友達に自分のことを告白でき、何より

も理解してくれたことはうれしかった。体から力が湧
わ

いてくるよ

うで、帰るときはいつもの自転車のペダルが軽
かる

くなった感じさ

えした。 

ある日、授業でしか面識
めんしき

のない先 生
せんせい

に呼
よ

び止
と

められた。「N

さん、あなたのこといろいろ聞いてもいいかな」。その日から私

はその先生と様々
さまざま

な事を話すようになった。 頷
うなず

きながら

真剣
しんけん

に私の話に耳を 傾
かたむ

けてくれる先生を前
まえ

に、私は魔
ま

法
ほう

に

かかったように自分のことを話した。中国の生活や学校のこ

と、日本に来てからのこと。こんな楽な気持ちで中国の事を話

せるのだと自分でも新
しん

発見
はっけん

だった。 

将来、学校の先生になりたい。中国にいたときからの夢
ゆめ

が

再
ふたた

び花
はな

を咲
さ

かせた。 

1993 年 2 月、私は地
ち

方
ほう

の国立
こくりつ

S
エス

大 学
だいがく

に合格
ごうかく

した。 

高校の卒 業 式
そつぎょうしき

の日、私はそわそわして落
お

ち着
つ

かなかった。

なぜなら担任
たんにん

の先生に、最
さい

後
ご

のホ
ほ

ー
ー

ム
む

ル
る

ー
ー

ム
む

でクラスの皆
みな

に

自分のル
る

ー
ー

ツ
つ

について話してみてはどうか、と提案
ていあん

されたから

である。決心がつかないまま最後のホームルームが始
はじ

まった。

クラスメートが次 々
つぎつぎ

前に立って話をした。別
わか

れを言ったりこれ

からの抱
ほう

負
ふ

を語
かた

ったり…。「では最後に…」先生は私を待
ま

った。 

私は席
せき

から立ち上
あ

がった。そして、 教 室
きょうしつ

の一番前へ行った。

クラス全員の視
し

線
せん

を浴びると 頭
あたま

の中は真
ま

っ白 になった。や

めておいたほうが楽だったのにと思った。「私は…」声
こえ

が震
ふる

え

ていた。「小学校の 5 年生の時に中国から日本に来ました…」

涙
なみだ

が流
なが

れた。続
つづ

けて何をいったのかもう覚
おぼ

えていないほど

緊張し、夢
む

中
ちゅう

で話した。「…私が皆に伝
つた

えたいことは、何事
なにごと

も努力すれば、 必
かなら

ず結
けっ

果
か

がついて来るということです」。皆

が拍手
はくしゅ

をしてくれた。ホームルームが終
お

わると、何 人
なんにん

かのクラ

スメートがやってきた。「なんでもっと早く言ってくれなかった

ん？」「中国の話をいろいろ聞きたかったの

に」。私と同じように目を真
ま

っ赤
か

にして泣
な

いて

くれた人もいた。「ごめんな」私は 謝
あやま

るしか

なかった。そしてもっと早く伝えればよかっ

たと後悔
こうかい

した。  

 

※筆
ひっ

者
しゃ

の N
エヌ

K
ケイ

さんは現
げん

在
ざい

特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

学
がっ

校
こう

の 教 員
きょういん

となっ

て、元
げん

気
き

に生
せい

徒
と

と向
む

き合
あ

っている。 



第 84 号 中国帰国者支援・交流センター 令和 4 年 2 月 

25 
 

 

 

 

 

  

“

”

2020

畑

畑

齊 畑

畑

 2021 年５月 17 日（月
げつ

）：元
もと

暴
ぼう

走
そう

族
ぞく

グ
ぐ

ル
る

ー
ー

プ
ぷ

「怒
ど

羅
ら

権
ごん

（チ
ち

ャ
ゃ

イ
い

ニ
に

ー
ー

ズ
ず

ド
ど

ラ
ら

ゴ
ご

ン
ん

）」の初
しょ

代
だい

メ
め

ン
ん

バ
ば

ー
ー

だった男
だん

性
せい

が、刑
けい

務
む

所
しょ

で暮
く

らす受
じゅ

刑
けい

者
しゃ

に本
ほん

を送
おく

り、罪
つみ

を犯
おか

した

人
ひと

たちの 社
しゃ

会
かい

復
ふっ

帰
き

を 助
たす

ける 活
かつ

動
どう

を 続
つづ

けているとい

う。汪
わん

楠
なん

さん（49）だ。汪さんはかつて 17歳
さい

で指
し

定
てい

暴
ぼう

力
りょく

団
だん

の組
くみ

員
いん

となって犯
はん

罪
ざい

を繰
く

り返
かえ

し、2002 年に 懲
ちょう

役
えき

13 年の判
はん

決
けつ

を受
う

けた。刑務所では 中
ちゅう

国
ごく

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

支
し

援
えん

の弁
べん

護
ご

士
し

に支
ささ

えられ、弁護士を通
つう

じて、自
じ

身
しん

と関
かか

わりがあった人
ひと

に手
て

紙
がみ

を

送
おく

るようになり、それが、更
こう

生
せい

への原
げん

動
どう

力
りょく

になったという。（※10 月に逮
たい

捕
ほ

されたとの報
ほう

道
どう

が

あったが、犯罪の事
じ

実
じつ

はなく、誤
ご

認
にん

逮捕で後
ご

日
じつ

釈
しゃく

放
ほう

さ

れた。） 

6 月 5 日
いつか

（土
ど

）：かつての樺
から

太
ふと

（今
いま

のサハリン）から

帰
き

国
こく

できずに現
げん

地
ち

に残
のこ

った日本人でつくる「サハリン日
に

本
ほん

人
じん

会
かい

」の総
そう

会
かい

が 2 年ぶりに開
ひら

かれた。総会では、新
しん

型
がた

コ
こ

ロ
ろ

ナ
な

の 影
えい

響
きょう

で 2020 年
ねん

は日本への 一
いち

時
じ

帰
き

国
こく

事
じ

業
ぎょう

などの活
かつ

動
どう

をすべて 中
ちゅう

止
し

したことや、高
こう

齢
れい

化
か

が

進
すす

み、この 2 年で 13人
にん

の会
かい

員
いん

が亡
な

くなったことが報
ほう

告
こく

された。高齢化が進
すす

む中
なか

、どう活動を続
つづ

けていくかが

課
か

題
だい

になっている。 

7 月９ 日
ここのか

（金
きん

）：「サハリン日本人会」の会
かい

長
ちょう

を 12

年
ねん

間
かん

務
つと

めた白
しら

畑
はた

正
まさ

義
よし

さん（81）が 11 日、日本に永
えい

住
じゅう

帰国する。生
う

まれ育
そだ

ったサハリンに骨
ほね

をうずめるつ

もりだったが、持
じ

病
びょう

に不
ふ

安
あん

もあり、日本で生
い

きる道
みち

を

選
せん

択
たく

した。サハリン残
ざん

留
りゅう

日本人の永住帰国は 4 年ぶ

り。日本サハリン 協
きょう

会
かい

の齊
さい

藤
とう

弘
ひろ

美
み

会長は、「白畑さん

はサハリン日本人会のために頑
がん

張
ば

ってこられた。 新
あたら

し

い人
じん

生
せい

を楽
たの

しみ、ゆっくりしてほしい」と願
ねが

っている。 

 （2021年
ねん

５月
がつ

15 日～2021 年 11 月 30日
にち

） 

中
ちゅう

国
ごく

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

等
とう

・ 中
ちゅう

国
ごく

（サ
さ

ハ
は

リ
り

ン
ん

）帰
き

国
こく

者
しゃ

関
かん

連
れん

のニ
に

ュ
ゅ

ー
ー

ス
す

から 

・ニ
に

ュ
ゅ

ー
ー

ス
す

記
き

事
じ

から 
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7 月 19 日（月）：日
にっ

中
ちゅう

共
きょう

同
どう

制
せい

作
さく

テ
て

レ
れ

ビ
び

ド
ど

ラ
ら

マ
ま

「大
だい

地
ち

の子
こ

」が N
えぬ

H
えいち

K
けー

B
びー

S
えす

プ
ぷ

レ
れ

ミ
み

ア
あ

ム
む

で 7/19 から再
さい

放
ほう

映
えい

された（最
さい

終
しゅう

回
かい

は 8/23）。山
やま

崎
さき

豊
とよ

子
こ

原
げん

作
さく

の大
たい

河
が

小
しょう

説
せつ

｢大地の子｣のテレビドラマ化
か

で、 初
しょ

回
かい

放
ほう

送
そう

は

1996 年。敗
はい

戦
せん

の混
こん

乱
らん

の中
なか

で、 旧
きゅう

満
まん

洲
しゅう

にとり残
のこ

さ

れた主
しゅ

人
じん

公
こう

が、慈
じ

悲
ひ

深
ぶか

い中国人養
よう

父
ふ

母
ぼ

に拾
ひろ

われ、鉄
てっ

鋼
こう

技
ぎ

師
し

として成
せい

長
ちょう

するまでの半
はん

生
せい

を追
お

いながら、子
こ

供
ども

を

捜
さが

し続
つづ

けた実
じっ

父
ぷ

とともに、日中共同事
じ

業
ぎょう

の製
せい

鉄
てつ

所
じょ

建
けん

設
せつ

を成
な

し遂
と

げる物
もの

語
がたり

だ。戦
せん

後
ご

40年
ねん

間
かん

の日中現
げん

代
だい

史
し

を

背
はい

景
けい

として、残留孤
こ

児
じ

問
もん

題
だい

が描
えが

かれている。  

7 月 24 日（土）：中国残留孤児 2 世で、羽
はね

田
だ

空
くう

港
こう

のカ
か

リ
り

ス
す

マ
ま

清
せい

掃
そう

員
いん

として名
な

を馳
は

せた

新
にい

津
つ

春
はる

子
こ

さん。あちこちで清掃ア
あ

ド
ど

バ
ば

イ
い

ザ
ざ

ー
ー

を務
つと

めるなど、仕
し

事
ごと

の幅
はば

を広
ひろ

げてきた。しか

しコ
こ

ロ
ろ

ナ
な

禍
か

で清掃の仕事が減
へ

ったことが、さら

なる転
てん

機
き

をもたらし、ユ
ゆ

ー
ー

チ
ち

ュ
ゅ

ー
ー

バ
ば

ー
ー

としてデ
で

ビ
び

ュ
ゅ

ー
ー

し

た。「新津春子のやさしいお掃除チ
ち

ャ
ゃ

ン
ん

ネ
ね

ル
る

」に、家
か

庭
てい

で

もできるプ
ぷ

ロ
ろ

の技
わざ

の動
どう

画
が

がア
あ

ッ
っ

プ
ぷ

されている。 

８月３日
みっか

（火）：長
なが

野
の

県
けん

南
なん

部
ぶ

の山
さん

村
そん

、阿
あ

智
ち

村
むら

に 2013 年

にオ
お

ー
ー

プ
ぷ

ン
ん

した「満
まん

蒙
もう

開
かい

拓
たく

平
へい

和
わ

記
き

念
ねん

館
かん

」。戦
せん

前
ぜん

、国
こく

策
さく

の下
もと

に 旧
きゅう

満
まん

洲
しゅう

に渡
わた

った開拓団
だん

員
いん

27万
まん

人
にん

の苦
く

難
なん

の歴
れき

史
し

を今

に伝
つた

えている。1945 年 8 月 9 日のソ
そ

連
れん

軍
ぐん

侵
しん

攻
こう

で荒
こう

野
や

を逃
に

げまどい、家
か

族
ぞく

を 失
うしな

った元
もと

団員が、今も「語
かた

り部
べ

」として 自
みずか

らの体
たい

験
けん

を 証
しょう

言
げん

している。 

8 月 10 日（火）： 終
しゅう

戦
せん

後
ご

の混
こん

乱
らん

などで、すぐには日
に

本
ほん

本
ほん

土
ど

に引
ひ

き揚
あ

げられず、樺太（今のサハリン）に残
のこ

さ

れ、後
のち

になって永住帰国した残留邦人。現
げん

在
ざい

の生
せい

活
かつ

の

課
か

題
だい

を把
は

握
あく

するために、北
ほっ

海
かい

道
どう

庁
ちょう

が 調
ちょう

査
さ

を実
じっ

施
し

し

た。その結
けっ

果
か

、4割
わり

近
ちか

くが日
に

本
ほん

語
ご

を「 全
まった

く読
よ

めない」

と回
かい

答
とう

。医
い

療
りょう

の手
て

続
つづ

きなどが困
こん

難
なん

との回答も多
おお

く、言
こと

葉
ば

の壁
かべ

が浮
う

き彫
ぼ

りになった。 

8 月 15 日（日）： 京
きょう

都
と

府
ふ

亀
かめ

岡
おか

市
し

在
ざい

住
じゅう

の黒
くろ

田
だ

さん

(84)は、９歳のとき旧満洲で孤児となり、 命
いのち

からがら日

本に帰国した。父
ちち

親
おや

は現
げん

地
ち

で 召
しょう

集
しゅう

されたのちシベリ
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アに抑
よく

留
りゅう

され、母
はは

親
おや

は逃
とう

避
ひ

行
こう

中
ちゅう

に衰
すい

弱
じゃく

死
し

、 弟
おとうと

は残留孤児となったという。「 私
わたし

たちは国
くに

の求
もと

めに応
おう

じて満
まん

洲
しゅう

に行
い

った。戦
せん

争
そう

を反
はん

省
せい

するのならば犠
ぎ

牲
せい

者
しゃ

を 弔
とむら

い、その歴史を忘
わす

れないためのものが必
ひつ

要
よう

なはず

だ」と慰
い

霊
れい

碑
ひ

建
こん

立
りゅう

を 行
ぎょう

政
せい

に 訴
うった

えている。他
ほか

にも 10

年以
い

上
じょう

前
まえ

から語り部の活
かつ

動
どう

を 行
おこな

っている。 

8 月 24 日（火）：終戦後の混乱で旧満洲に取
と

り残
のこ

され

た 数
かず

多
おお

くの残留日本人孤児たちに手
て

を差
さ

し伸
の

べてきた

中国人養
よう

父
ふ

母
ぼ

の数は、5000 人以
い

上
じょう

とも言
い

われている。

残留孤児養父母連
れん

絡
らく

会
かい

の胡
こ

暁
ぎょう

慧
けい

さんは、地
じ

元
もと

政
せい

府
ふ

と

協
きょう

力
りょく

し、かつて養父母から聞
き

き取
と

った 話
はなし

や写
しゃ

真
しん

な

どをイ
い

ン
ん

タ
た

ー
ー

ネ
ね

ッ
っ

ト
と

や博
はく

物
ぶつ

館
かん

で公
こう

開
かい

し、その 姿
すがた

を残
のこ

そうとしている。 

10 月 17 日（日）：現在の広
ひろ

島
しま

県
けん

安
あ

芸
き

高
たか

田
た

市
し

から国
こく

策
さく

で満洲に渡った高田開拓団は、1945 年８月 15 日の 終
しゅう

戦
せん

後
ご

、 集
しゅう

団
だん

自
じ

決
けつ

や家
か

族
ぞく

離
り

散
さん

といった過
か

酷
こく

な運
うん

命
めい

を

強
し

いられた。さらに戦後間
ま

もない満洲で、逃
とう

避
ひ

行
こう

や、中

国残留孤児といった悲
ひ

劇
げき

を生
う

んだ。その歴史を語り継
つ

ぐ

集
しゅう

会
かい

が７月 25 日、広島県安芸高田市吉
よし

田
だ

町
ちょう

で開か

れた。 

10 月 19 日（火）：文
ぶん

化
か

の創
そう

造
ぞう

に貢
こう

献
けん

した女
じょ

性
せい

や団
だん

体
たい

に贈
おく

る「第
だい

25回
かい

女性文化 賞
しょう

」が 18 日、長
なが

野
の

県
けん

飯
いい

田
だ

市
し

の相
あい

沢
ざわ

莉
り

依
い

さん（68）に決まった。中国残留日本人

の母
はは

・千
ち

代
よ

子
こ

さん（94）と中国人の父の間に生まれた相

沢さん。「日本と中国が戦
せん

争
そう

した事
じ

実
じつ

を忘
わす

れず、二
に

度
ど

と

繰
く

り返
かえ

してはいけないと、平
へい

和
わ

を望
のぞ

む 考
かんが

えを母
ぼ

語
ご

でな

い日本語で発
はっ

信
しん

した」点
てん

が 評
ひょう

価
か

された。相沢さんは

2015 年、62 歳で飯田市歴史研
けん

究
きゅう

所
じょ

の「自
じ

分
ぶん

史
し

ゼ
ぜ

ミ
み

」

に参加。自
じ

費
ひ

出
しゅっ

版
ぱん

した『幸』が「飯田歴
れき

研
けん

賞」を受
じゅ

賞
しょう

している。 

 

 
◆ご 注

ちゅう

意
い

：本
ほん

欄
らん

の内容
ないよう

は、一
いっ

般
ぱん

の新
しん

聞
ぶん

などで報
ほう

道
どう

された内容
ないよう

を

中心に要
よう

約
やく

して掲
けい

載
さい

しています。したがって、政
せい

府
ふ

が公
こう

式
しき

に発
はっ

表
ぴょう

したものではなく、一
いち

部
ぶ

には報
ほう

道
どう

機
き

関
かん

の観
かん

測
そく

記
き

事
じ

なども含
ふく

ま

れています。 

◆
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 ◇新
しん

型
がた

コ
こ

ロ
ろ

ナ
な

ウ
う

イ
い

ル
る

ス
す

感
かん

染
せん

症
しょう

に 脅
おびや

かされる生
せい

活
かつ

ももう2
２

年
ねん

。大
だい

流
りゅう

行
こう

の波
なみ

がようやく収
おさ

まったと思
おも

ったら、新
あら

たな

変
へん

異
い

株
かぶ

が 現
あらわ

れて再
さい

感
かん

染
せん

を広
ひろ

げています。皆
みな

さんコ
こ

ロ
ろ

ナ
な

下
か

の生
せい

活
かつ

を色々
いろいろ

工
く

夫
ふう

されていると思います
お も い ま す

が、今
こん

号
ごう

もコロナ

関
かん

連
れん

の記
き

事
じ

を組
く

みましたので、参
さん

考
こう

になさって下
くだ

さい。 

◇首
しゅ

都
と

圏
けん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

では昨
さく

年
ねん

7
７

月
がつ

、久
ひさ

々
びさ

にサ
さ

ハ
は

リ
り

ン
ん

からの永
えい

住
じゅう

帰
き

国
こく

者
しゃ

を迎
むか

えました。80
８０

代
だい

のМ
えむ

さんと 娘
むすめ

さんの２名
めい

です。折
おり

から新型
しんがた

コロナ
こ ろ な

感染
かんせん

拡
かく

大
だい

第
だい

５波
は

の真
ま

っ最
さい

中
ちゅう

で、

到
とう

着
ちゃく

後
ご

まず2
２

週
しゅう

間
かん

の隔
かく

離
り

を経
へ

て、日本
にほん

語
ご

の授
じゅ

業
ぎょう

は主
おも

に

オ
お

ン
ん

ラ
ら

イ
い

ン
ん

で 行
おこな

いました。感染
かんせん

拡大
かくだい

が収
おさ

まってから、よう

やく外
がい

出
しゅつ

実
じっ

習
しゅう

を組
く

むことができました。1月
がつ

中 旬
ちゅうじゅん

、無
ぶ

事
じ

に定
てい

着
ちゃく

地
ち

に向
む

かわれました。 

◇昨
さく

年
ねん

は、日本
にほん

がハ
は

ワ
わ

イ
い

の真
しん

珠
じゅ

湾
わん

を 12月
がつ

8日
か

に奇
き

襲
しゅう

攻
こう

撃
げき

して始
はじ

まった戦
せん

争
そう

から 80 年の年
とし

でした。この無
む

謀
ぼう

な戦争
せんそう

がどれだけの悲
ひ

劇
げき

をもたらしたか、忘
わす

れてはならないと 改
あらた

めて思います
お も い ま す

。また今年
ことし

は日
にっ

中
ちゅう

国
こっ

交
こう

正
せい

常
じょう

化
か

50 年の年、

両
りょう

国
こく

間
かん

の平
へい

和
わ

な関
かん

係
けい

が続
つづ

くことを祈
いの

ります。 (M.O) 
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〒816-0804 福岡県春日市原町 3-1-7 
クローバープラザ東棟 4 階 TEL: 092-589-6667 

 

 

 

◆

今後、『天天好日』の送付を希望されない方は首都圏センター(03-5807-3171)までご連絡下さい。 

〔編集発行〕(首都圏センター) 
首都圏中国帰国者支援・交流センター 
 〒110-0015 東京都台東区東上野 1-2-13 
 カーニープレイス新御徒町 7 階 
 TEL：03-5807-3171／FAX：03-5807-3174 
 E-mail：info@sien-center.or.jp 
 https://www.sien-center.or.jp 


